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高校入学直後から期待
を集めた素材。細身で
も質のいい筋肉とバネ
の利いたフォームから
投げ込むストレートの
キレとスタミナは甲子
園でも実証済み。複数
投手が競う環境で投げ
たい欲望を力に変えて
きた。体が変わったの
ち、数年に飛躍の予感。
千賀滉大（ソフトバン
ク）を目指せる素材。

持ち球クオリティー

スライダー

カーブ

ストレート▶138～143キロ

重い球をガンガン投
げ込む速球派。兄の
成也（DeNA）は野手と
しての才能に優れて
いたが、弟は投手とし
ての素質に秀でてい
る。将来は150キロを
も期待できそうな体
の強さが最大の魅力。
3年夏には野手として
の才能も開花し始め
た。とらえた時の飛距
離は兄譲りの破壊力。

持ち球クオリティー

スライダー

ツーシーム
カーブ

ストレート▶135～144キロ

フォーク

明秀学園日立高
投手／右投右打／ 177cm78kg

体のキレ

C
伸びしろ

B
頭 脳

B

総合評価

C 課 題 投球が一辺倒

最大の武器 破格の体の強さ 即戦力度

C+

投

細川 拓哉
Takuya Hosokawa

旭川大高
投手／右投右打／ 175cm63kg

体のキレ

B+

伸びしろ

B+

頭 脳

B

総合評価

C+
課 題 フォーム固め

最大の武器 バンビ顔の躍動感 即戦力度

C+

投

沼田 翔平
Shohei Numata

眠れる大器。誰もが認
める美しいフォームと
強靭かつ柔らかい肉体
を持ちながら、殻を破
れないまま高校野球を
終えた。マウンドで不
安げに見える姿が彼の
本性なのか、それとも
まだ見ぬ投手としての
本能が隠されているの
か。間違いなくドラフ
ト上位級の力量だが、
賛否分かれる存在だ。

持ち球クオリティー

スライダー

カーブ

ストレート▶138～145キロ

フォーク

50メートル走5秒8の
「足」、最速148キロの
ストレートが魅力の
「投」、通算20発超の
「打」と、高いポテンシ
ャルを持つ。ストレー
トとスライダーのコン
ビネーションが秀逸
で、今夏は24回1/3で
31三振を奪った。未
来予想図は石井一久
（元ヤクルトほか）のよ
うな先発型投手。

持ち球クオリティー

スライダー

カーブ

ストレート▶137～146キロ

チェンジアップ

エネルギッシュなマウ
ンド姿が印象的な剛球
右腕。円弧の大きなア
ーム式の腕の振りは、
夏以降にカットボール
を多投するようになっ
てやや横振り傾向。体
の成長とともに、上の
世界では自分に合った
腕の振りを見つけた
い。スイングにキレが
あり、打球がよく伸び
る打撃も捨てがたい。

持ち球クオリティー

カットボール

カーブ

ストレート▶140～150キロ

スプリット

今春、新潟県の高校
生として初の150キロ
超えで注目集めるも、
夏は４回戦負けで悔
しさを味わった。ただ、
叩きつけるような独特
のフォームから投げ込
むストレートとスライ
ダー、フォークはプロ
でも大きな武器とな
る。鈴木博志（中日）の
ような剛球でねじ伏せ
る抑え役を目指す。

持ち球クオリティー

スライダー

カーブ

ストレート▶142～150キロ

フォーク

日大鶴ヶ丘高
投手／右投左打／ 180cm78kg

体のキレ

B+

伸びしろ

B+

頭 脳

C+

総合評価

B 課 題 投手らしい繊細さ

最大の武器 底知れぬ潜在能力 即戦力度

C+

投

勝又 温史
Atsushi Katsumata

日本文理高
投手／右投右打／ 182cm87kg

体のキレ

B
伸びしろ

B
頭 脳

C+

総合評価

B 課 題 ピンチでの精神力

最大の武器 叩きつける150キロ 即戦力度

C

投

鈴木 裕太
Yuta Suzuki

埼玉栄高
投手／右投右打／ 184cm83kg

体のキレ

B
伸びしろ

B+

頭 脳

C+

総合評価

B 課 題 投手としての殺気

最大の武器 美しいフォーム 即戦力度

C+

投

米倉 貫太
Kanta Yonekura

藤嶺藤沢高
投手／左投左打／ 173cm65kg

体のキレ

A
伸びしろ

B+

頭 脳

B

総合評価

B 課 題 細かい制球力

最大の武器 高い身体能力 即戦力度

C+

投

矢澤 宏太
Kota Yazawa


